
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う仕事や生活への影響と課題／渡邊木綿子
インド・南アジア諸国における新型コロナ予防の職場での取り組み／川上 剛
新型コロナウイルス感染症と向きあう―看護職の現状と課題／橋本美穂
新型コロナ対策の新しい働き方を支える産業保健活動／星野寛子
コロナ禍における教職員の過酷な勤務環境／藤川伸治
新型コロナウイルス感染症と労災補償・労働安全衛生／天野 理
コロナ禍でのごみ収集作業への市民の感謝が意味すること―清掃職員と市民との社会的つながり／藤井誠一郎

凡夫の安全衛生記
上）　福成雄三

V
ol.75, N

o.9,

2020年9月1日発行（毎月1回1日発行）　（75巻9号）ISSN 0035-7774

労
働
の
科
学

2020

巻頭言

特 

集

大原記念労働科学研究所

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

特 集

2 0 2 0

　
　

 

定
価
一
、二
〇
〇
円

　
　

 

本
体
一
、〇
九
一
円

（
年
ぎ
め
一
三
、〇
〇
〇
円
）
　

　 45

Between
上）　髙見晴惠

9

二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
発
行
（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

　
　
　
編
集
人
／
原

　
知
之

　
（
〒
1
5
1‒

0
0
5
1
）東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
一‒

一‒

一
二 

桜
美
林
大
学
内
三
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

発
行
人
／
坂
本
恒
夫

　

 

発
行
所
／
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
新
し
い
労
働
生
活

　
⑵

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
問
わ
れ
る
こ
と

V o l . 7 5 ,  N o . 9

連載

新型コロナウイルスと新しい労働生活　⑵
ウィズコロナで問われること

パンデミックの歴史が
警告するもの

濱田篤郎

雑誌コード　09727-9 4910097270902
01091



2 0 2 0

V o l . 7 5 ,  N o . 9

作品　Beginnings：髙見晴惠
素材　綿布

2012年4月14日〜21日
オーヴェルガーデン・コペンハーゲン／デンマーク

TANADAピースギャラリー・京都
撮影　小池　晃

表紙デザイン：大西　文子

新型コロナウイルスと新しい労働生活 ⑵
ウィズコロナで問われること

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う仕事や生活への影響と課題
..................................................................［独立行政法人労働政策研究・研修機構］渡邊　木綿子..............4

インド・南アジア諸国における新型コロナ予防の職場での取り組み
ILOにおける好事例アプローチの経験から
............................................................................ ［労働安全衛生・労働監督上級専門家］川上　剛............11

新型コロナウイルス感染症と向きあう
看護職の現状と課題
....................................................................................［公益社団法人日本看護協会］橋本　美穂............16

新型コロナ対策の新しい働き方を支える産業保健活動
.....................................................................［オムロン エキスパートリンク株式会社］星野　寛子............20

コロナ禍における教職員の過酷な勤務環境
.......................................................［特定非営利活動法人 教育改革2020「共育の杜」］藤川　伸治............26

新型コロナウイルス感染症と労災補償・労働安全衛生
...............................................................［特定非営利活動法人東京労働安全衛生センター］天野　理............32

コロナ禍でのごみ収集作業への市民の感謝が意味すること
清掃職員と市民との社会的つながり
........................................................................................［大東文化大学法学部］藤井　誠一郎............36

俯瞰（ふかん）

パンデミックの歴史が警告するもの
……………………………………………………………………………………………………  1
濱田　篤郎［東京医科大学病院 渡航者医療センター 教授］

巻頭言



CONTENTS

Series

Column

労研アーカイブを読む（62）
テレワークという働き方..........................................................................椎名　和仁............41

労研アーカイブを読む（63）
創造的余暇とは何か
桐原葆見の「創造的余暇」論 ⑵..........................................................................鈴木　一弥............46

凡夫の安全衛生記（45）
「指導と支援」協力会社とともに...................................................福成　雄三............50

Between（9）
「手」について..........................................................................................髙見　晴惠............53

Talk.to.Talk
陽は高きに...................................................................................................肝付　邦憲............54

Information..................................................................................................................................56

勞働科學のページ.......................................................................................................................60

次号予定・編集雑記................................................................................................................... 64

Graphic
ディーセント・ワークを目指す職場　21［見る・活動］（116）
...................................................................................................................... 長須　美和子........ 口絵



1労働の科学　75巻９号　2020年

ふ か ん

巻頭言
ふ俯瞰

２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
・
武
漢
で
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
３
月
か

ら
欧
米
や
中
東
な
ど
世
界
各
地
に
飛
び
火
し
、

世
界
保
健
機
関
︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶
は
３
月
11
日
に
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
︵
世
界
的
流
行
︶
の
状
況
に
あ
る

と
発
表
し
た
。そ
の
後
も
流
行
は
拡
大
を
続
け
、

９
月
現
在
の
感
染
者
数
は
３
、０
０
０
万
人
、

死
亡
者
数
は
約
１
０
０
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
日
本
で
も
４
月
を
ピ
ー
ク
に
第
１
波
、
８

月
を
ピ
ー
ク
に
第
２
波
が
あ
り
、
現
在
ま
で
に

感
染
者
数
は
８
万
人
、
死
亡
者
数
は
約
１
、５

０
０
人
を
数
え
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
に
風
邪
を
お
こ

す
ウ
イ
ル
ス
や
、
２
０
０
３
年
に
流
行
し
た
急

性
重
症
呼
吸
器
症
候
群
︵
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
︶
の
原
因

ウ
イ
ル
ス
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
新
型
と
い
う
名
前
が
示
す
よ

う
に
、
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た

ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
コ
ウ
モ
リ
な
ど

の
哺
乳
動
物
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
動
物
に
ヒ
ト
が
接
触
し
て
感
染

が
お
き
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
動
物
か

ら
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感
染
す
る
こ
と

は
、
過
去
に
何
回
も
お
き
て
い
る
が
、
今
回
の

よ
う
に
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
感
染
が
拡
大
し
、
世

界
流
行
に
な
る
こ
と
は
大
変
に
稀
な
出
来
事
だ

っ
た
。

人
類
は
誕
生
以
来
、
感
染
症
の
大
流
行
を
何

度
も
経
験
し
て
い
る
。
例
え
ば
６
世
紀
に
は
、

東
ロ
ー
マ
帝
国
を
中
心
に
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス

の
疫
病
と
呼
ば
れ
る
ペ
ス
ト
の
大
流
行
が
お
き

た
。
ペ
ス
ト
は
14
世
紀
に
も
黒
死
病
と
し
て
世

界
的
な
大
流
行
を
お
こ
し
、
死
亡
者
数
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
だ
け
で
３
、５
０
０
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。

こ
れ
は
当
時
の
人
口
の
３
割
以
上
に
匹
敵
す
る

数
で
あ
り
、
人
類
は
こ
の
時
、
絶
滅
の
危
機
に

瀕
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
16
世
紀
か
ら
始

ま
る
大
航
海
時
代
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
梅
毒

が
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
天
然
痘
が
大
流
行
す

る
。
ま
た
、19
世
紀
の
帝
国
主
義
の
時
代
に
は
、

イ
ン
ド
の
風
土
病
だ
っ
た
コ
レ
ラ
が
世
界
流
行

を
お
こ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
上
の
大
流
行
は
、
元
々
、

風
土
病
と
し
て
流
行
し
て
い
た
ヒ
ト
の
病
原
体

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
周
辺
に
流
行
を
拡
大

さ
せ
て
お
き
た
も
の
だ
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

の
よ
う
に
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
す
る

よ
う
な
こ
と
は
、
過
去
二
千
年
の
歴
史
の
中
で

も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
流
行
は
歴
史
上
も
稀

な
流
行
で
あ
る
が
、
各
国
が
積
極
的
な
流
行
対

策
を
と
る
こ
と
で
、
次
第
に
拡
大
の
速
度
は
落

ち
て
き
て
い
る
。
最
終
的
に
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
集
団
免
疫
が
獲
得
で
き
れ
ば
、
流
行
は
終
息

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
流
行
終
息
後
の
社
会
は
ど
う
な
る
の

か
。
こ
う
し
た
感
染
症
の
大
流
行
は
社
会
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
歴
史
を
動
か
す
こ
と
も
あ

っ
た
。
14
世
紀
の
ペ
ス
ト
流
行
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
多
く
の
農
民
が
死
亡
し
た
た
め
、
そ

れ
ま
で
の
封
建
領
主
に
よ
る
支
配
体
制
が
崩
壊

し
、中
央
集
権
化
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

死
へ
の
恐
怖
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
心
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
が
中
世
と
い
う
時
代
を
終

焉
に
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
も
大
き
な
人
的

被
害
を
生
じ
た
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
社
会
的

な
変
化
も
お
こ
す
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
今
回
の
流
行
を
増
幅
さ

せ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
方
に
変

化
が
み
ら
れ
る
は
ず
だ
。
国
際
間
の
人
の
動
き

は
少
な
く
な
り
、
そ
の
一
方
で
通
信
技
術
や
物

流
方
法
に
新
た
な
発
展
が
お
こ
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
は
産
業
構
造
や
労
働
環
境
の
変
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
流
行
後
の
社
会

で
は
、
労
働
衛
生
の
分
野
に
も
新
し
い
考
え
方

や
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
は
歴
史
に
刻
ま
れ
る
ほ

ど
の
大
き
な
出
来
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
14
世
紀

の
ペ
ス
ト
流
行
が
中
世
の
幕
を
降
ろ
し
、
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の
光
を
導
い
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
後

の
明
る
い
未
来
を
期
待
し
た
い
。
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